
大阪市北区地域福祉計画

令和元年度 課題と目標

令和元年６月１３日 地域福祉推進会議



１－① 「まちともサービス」による生活支援サービスの充実

【成果】

・サポーター向けアンケートにより課題を抽出

・長期間・長時間利用者等の再アセスメントの仕組

みづくりに向けシステム導入等に着手

【課題】

・サービス提供会員の増員が不十分

・制度趣旨とは異なった利用希望

【達成目標】

・サポーター会員の増員を目指し、多くの地域で

「サポーター養成講座」を開催

・システム及び再アセスメントマニュアルの導入

・利用方法など制度の周知

利用会員 215名

サポート会員 146名



1－② 生活困窮者のための自立相談支援機能の充実
（よりそいサポートきた）

【成果】

・各地区民生委員会への参加やコミュニティソーシャル

ワーカーとの連携により、アウトリーチによる支援に

つなげた

・「支援者ハンドブック」の作成・配布を通じて関係

機関との有機的な関係を構築

【課題】

・相談窓口の認知度向上

・関係機関との連携拡充

【達成目標】

・相談窓口の認知度向上のため「出張相談会」の拡充

・支援者ハンドブック作成関係者との連携継続と拡充



１－③ コミュニティソーシャルワーカーによる
地域福祉活動への支援の充実

【成果】

・CSWの配置によりアウトリーチによる

ニーズの発見と包括的支援の充実

・まちともサポーターとの連携による

潜在していたニーズへのアウトリーチ

（30年度）相談件数 ２，８０９件

【課題】

・地域事情に応じたアプローチの継続

【達成目標】

・CSWの継続配置

・専門性向上のためスーパーバイザーの継続配置



１－④ スクールソーシャルワーカーによる
学校、地域等への支援の充実

【成果】

・関係機関をはじめ、コミュニティソーシャルワーカーとも連携し、

課題解決に向け調整を行った

◆２名体制（３０年度より１名増員）

◆定期訪問校 中学校５校、小学校９校

◆支援のべ人数：1,600人 ケース会議：164回

【課題】

・効果的・効率的な情報共有方法

【達成目標】

・コミュニティソーシャルワーカーをはじめとした日常的な連携手法づくり



１－⑤ 専門的な相談・サービスの円滑な提供

【成果】

・地域福祉コーディネーターを１６地域に配置

情報共有等のため、連絡会を開催（月1回）

精神保健に関する研修の実施

見守り相談件数 10,267件

【課題】

・活動内容の共有

【達成目標】

・活動報告の書式の改良

・情報交換や研修の継続、充実



２－① 小地域福祉活動計画に基づく計画的・効果的な活動推進

【成果】

・小地域福祉活動計画を2地域で策定（本庄、済美）

・策定後の振り返りや計画策定状況を報告する

小地域福祉活動計画発表会を開催

【課題】

・計画の策定状況に関わらず各地域での活動を支援

【達成目標】

・計画の実践報告、情報共有を進め、小地域での活動を推進

・策定地域における振り返りサポート及び

地域でのPDCAによる進捗管理の支援



２－② 地域での居場所づくりの充実

【成果】

・小地域福祉活動計画策定等を通して地域のニーズを把握し、

地域での居場所づくりにつなげた

子どもの居場所（３か所）

行政、社協、学校との連携により居場所を必要する子どもをつなぐ

【課題】

・居場所を必要とする地域への支援継続

【達成目標】

・地域の居場所づくりの推進

・委託事業としての運営への助言



３－① 地域での要援護者支援体制づくり
３－② 日常的な見守りの強化

【成果】

・要援護者名簿への同意確認、名簿の地域への提供

・個人情報保護に関する研修会の実施

・マンションコミュニティ支援事業を通じ

要援護者の日常的な見守りを呼びかけ

・「大阪北区ジシン本」の活用による防災意識向上

【課題】

・見守り活動のための同意確認の推進

・名簿を活用したゆるやかな見守り活動

【達成目標】

・同意された方を含めた地域の見守り体制の充実

・災害時の要援護者支援体制づくり

・名簿所有者に対する学習会の開催



３－③ 災害ボランティアセンターの機能強化

【成果】

・災害ボランティア運営シュミレーション研修の実施

・災害ボランティア運営支援者養成講座の開催、

災害時協力者登録の推進

・地域や、学校等と連携した防災訓練・防災講座の開催

・区役所と区社協の合同防災訓練の実施

【課題】

・ボランティアセンター機能の理解

【達成目標】

・区役所と区社協連携のための合同防災訓練の実施



４－① 学校・地域企業・各種団体での福祉への理解促進

【成果】

・理解促進に向けた福祉教育の実施と交流の場の創出

（社協）

・学校や地域企業等を対象とした福祉教育の実施

・障がい者理解のための体験学習を小学校・中学校で実施

・認知症サポーター養成講座の開催

（区）

・職員全員を認知症サポーターに養成

・LGBTについての研修を全職員対象に実施

【課題】

・取り組みの継続

【達成目標】

・当事者性を重視した福祉教育の内容の充実



４－② ボランティア活動の推進

【成果】

・ボランティア体験の機会と活動の場の充実

ボランティアカフェの実施

北ボラまつりの開催

フードドライブの開催

・保育所一斉受付時における女性会による

保育ボランティアの実施

【課題】

・ボランティア参加の推進

【達成目標】

・ボランティア活動から様々な担い手への発展の仕掛けづくり



４－③ 地域理解と地域への愛着心の醸成

【成果】

・小地域福祉活動計画を通して地域理解を深め、

福祉意識、地域への愛着心の醸成につなげた。

・マンションコミュニティ支援事業を通じて、

共助のためマンションコミュニティ形成と地域

のつながりの必要性を呼びかけた。

【課題】

・マンション住民をはじめとした転入者への働きかけ

【達成目標】

・マンション住民をはじめとする転入者への地域情報等

の効果的な情報発信



５－① 企業や事業所とのネットワークの構築

【成果】

・認知症高齢者徘徊メール 協力団体166団体

・防災パートナー登録 92件

・認知症高齢者等見守りネット事業勉強会及び連絡会の開催

・マンション管理業協会との連携協定締結により防災や福祉、

子育て支援等についての協力体制を整えるきっかけができた

【課題】

・企業等との有機的な連携の推進

【達成目標】

・認知症高齢者徘徊メールや防災活動を通じて、

さらなるネットワークの拡充



５－② 企業と地域との連携の促進

【成果】

・連携と協働の推進

小地域福祉活動計画策定後に企業の参画協働が活性化

子どもの居場所事業と企業の連携（食の提供など）

企業・団体・警察・区の連携で児童虐待防止のシンポ

ジウムを開催

【課題】

・企業と地域との交流機会の創出

【達成目標】

・企業と地域の新たな活動のつながりを推進



５－③ ニーズに対応した福祉サービスの創出

【成果】

・地域ニーズに対応した新たな福祉サービスの創出への支援

子どもの居場所のづくり

家庭事情による孤食等の解消「こども食堂」

障がい児世帯の居場所づくり

育児不安を軽減する場づくり

「BPプログラム」(親子の絆づくりプログラム)のプレ開催

【課題】

・新たな福祉サービス創出に向けての取り組みの継続

【達成目標】

・区社協と連携し、ニーズに対応した福祉サービスの仕組みづくりを推進


